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■電源開発株式会社竹原発電所納

250,000kWタービン完成

H立製作所では口′i■た技術の享二妄佃iを発揮し,一昨年運転開始した関

西電力株式会社堺港火力発`t宣所の一ぢ∵撥の実掛こもとづいて,電源

開発株式会社竹原発電所の一号機をこのほど完成した｡tl二様もはと

んど同一の250,000kW,三申室四流排気くし形(タンデム形)を採用

したきわめて安定性のあるタービンである.｡

今まで水力に重点を置いてきた電源開発株式会社が,石炭業界の

安定政策にもとづいて,新たに大船晶の火力発電所の建設に着手し

たもので,通常の:重油燃焼にかわって,石炭燃焼によって蒸気を発

生させるようになっているr+

タービンに但結さJtる280,000kVA発電俵は現在,拳法作中でステ

ー一夕は250MW鞭として効率も良く実績の多い普通水素冷却方式を

採用している｡

発電された唱力は,小国竜ノJ株式会祉のネットに流れることにな

っている｡

図1 250,000kW三車重四流排気く

賢
し形タービン

■川崎製織株式会社納

世界最大級の2,000tせん断機完成

このほどH立製作所は,川崎製紙株式会社水島製鉄所納2,000t

せん断機を完成した｡これは同製鉄所の1,350¢×3,400mm二重分

塊圧延設備として使用されるせん断枚(シヤー)で,最近同じく日立

製作所で完凰 日本鋼管株式会社福山製鉄所に納入した2,000tせ

ん断機とともに謁動式としては,世界最大級の能力を有する記録品

である｡具体的な用途としては,最大350×1,900mmの断面を有

するスラブおよび500×1,160mmビームブランク材を切断するの

に使用される｡シヤーは,1,000kWの直流電動楼2台で駆動され,

最短せん断ピッチ7.5抄という高速である｡またビームブランクや

スラブと種々断面の形状の異なった材料を能率よく切断するために

刃物交換を容易とし,保1如こ健とするための種々の工夫がこらされ

ている｡
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■わが国最大級,大阪市清掃局八尾工場納

600t/24hごみ焼却プラント完成

このほど口､ソニ製作所ほ,人阪TI了i舶l‡J市八尾工場納600

t/24h大形ごみ焼却プラントを完成したが,これは,こ

れまでに完成したごム焼却プラントとしてはjっが国定大

根の規模である｡

これだけの規模のプラントをすべてR､1.′二製作所だけの

隻臥■占1と技術により完域した〔､.

このプラントの特長は,煙害,廃汚水害などの公帯除

去に力を人れたこと,ならびに壬即Fを大楓こ日動化して

いる点である｡,

すなわち,収集車でピットにはこびこまれたごみは,

遠隔操作のクレーンによって炉のホッパに投げこまれ,

乾燥ストーカ燃焼ストーカ(2段),後燃焼ストーカと4

段階になった階段式ストーカによってたえず動かされな

がら,水分の多い難燃性のご克まで完全に焼却される｡

これによ/)て生じた灰はコン′ベアによってほこび出され,また,

燃焼ガスは織機式および電セミ式集塵装置を通り,清浄されて排出さ

れる｡,これド)の運転ほすべて日動的に行なわれる｡

l台湾鉄路管羊聖局納

35t積ホ ッ パ車完成

日〕∵製作所ではこのほど,台汚鉄路管珊局納のホ炭輸送用ホッパ

申60両を完成した｡

車体は全溶接構造で,中央に山形の45度憤斜した床板を設けて

あり,才一r炭は山形スロープによ/つて自然排出されるようになってい

る｡扉開閉装置は両真に設けてあり,車体が国鉄のセキ3000形に

比較して長いので,側扉は中央で二つに分かカーt,前位側(または後

位側)ハンドルを回転させることによってi打位側(またほ後位側)両

側の側扉が同時に開閉できる｡

台車は,高速貨車川として定評のある口立C-1亡沖を使用し,連

結器装置にfl立シヤロン10-A形自動連結器と,l-J1ウニIJl--7B形ゴ

ム緩衝器芹を装備しているr〕

積載容杭は42m3で荷重35t,自宅16t,申体､ト法は長さ10,050

mm,幅2,720mm,高さ(空車時レール而上)3,370mmであるっ

軌｢榊ま国鉄同様1,067mmで,台約鉄路管理用の全線な安全に走

行できる構造としてある｡

■ 日本鋼管株式会社福山製鉄所納

150t積超大形溶銑鍋車完成

このほど日立製作所ほ,目下建設中の日本鋼管株式会社柵り製鉄

所納超大形溶銑鍋台車を完成した｡

これは同製鉄所の心臓部である柄鉱炉の愉送設肺として受江した

溶銑鍋台車9両(溶銑鍋12個を含む)の第1号申として完成したも

ので.常用150t広大160tという1両あたりの積載容量はわが国最

大,世界でも最大クラスに入るものである｡

この溶銑鍋台申は,溶鉱炉で生産される溶銑(溶解している銑鉄)

を台車上の鍋に受けて,製鋼する転炉工場まで搬送するのに使用さ

れる｡

転炉丁場に着くと,クレーンで鍋をつり卜げ,さらにクレーン補
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圃3 600t/24hごみ焼却プラント

本プラントは大阪市内3区と八尾市全域のごムを焼却11‾JとLて,

近く本格的に稼動開輪のチ克三であるr-)

囲4 35t 積 ホ ッ
パ 申

図5 150t横越大形鍋中

助フックで鍋を傾け,混銑炉に溶銑を流しこむようになっている｡

このほか,添鉱炉から生産される溶銑量と転炉工場の受入れ量の

バランスが失われた場合に,鋳鉄場にi容銑を運んで,鋳型に流しこ

み冷銑(ナてコ)を造る役目ももっている｡

また,台中上で鍋を傾ける際に台車の転倒を防ぐため,約50度傾

けると地上イ恥こ設置されたスタンドで鍋重量(32t)を支持し,常用95

度最大105度までの鍋傾斜にも十分耐えるように設計されている｡

什96
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書 自動車モデルチェンジ用

自動設計加エシステム開発に成功

このほど目立製作所でほ自動車のモデルチェンジに安する帖問

を,大幅に短縮できる由期的な日動設計加二【ニシステムの開発に成功

した(〕この研究は2年前から着手され,rl_l∵製作所中央研究所(珊

ケと機関係),川崎二上二場(加工棟関係),神奈川工場(磁子計算機関繰)

など総合技術を紡焦してシステムの技術を開発したものである｡

=動巾のモデルチェンジを行なう場合,デザイナーの弟匁!を実物

大のクレイモデ′しにし,その表面の座標を測定し各種の帆前岡を作

成し それに銭づいてゲージおよびプレスの金利をならいフライス

俄で製作しているが,従来の方法でほクレイモデ′レの杯標測定に触

針式の測定機で測定し,一つずつ各測定点を読みとF),手書きでデ

ータをとi)それによって設オ‖ヌJを作成していた｡

乍Id開発した自動設計システムほ無接触式で,レーザ光をクレイ

モデルから一定の距離に常に保つように設定し,l‾自二接接触すること

なしに,連続的にスピーディに測止し,そのデータは出ちにテープ

ユ
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図6 レーザヘッドと尖ホ装f貰

(仁l動設計加lニシステムの--･部)

あるいはカードに.さ己録される‥ このデータほノー､-よ秤であるため,これ

らのノ馴‡三をIlリハのない滑らかなFl11線にする処理を福子計第二機が行

なう:-÷電‾r‾計環機からの出力テープは数伯制御指令装置にかけら

れ,【+動矧文1機む駆功して回向を作成する｡

測堤デーータに+占づいて作られた数値制御切削川テープによりプレ

ス用金型およびそのゲージ加工ができる｡.

このシステムを採用することにより従来クレイモデ′しから生産ラ

インにはいるまで2年J-1上も要していたモデノしチェンジの期間れ

大幅に短縮されることが見込まれている〔,

■一酸化炭素中毒,外科手術などに大きな威力

日立高圧酸素治療装置(OHPC)完成

トニ1丁場竺作所は昨年来,開発を進めてきた膣応大学医学部納の高圧

酸素治療装置をこのほど完成した｡

この治療法は最近医学界で大きな関心を集めているもので,患者

を3～4気圧に加圧した室内に収容して,高濃度の酸素を与えると,

体内に吸収される酸素量が通常の大気圧下にいる場合と比較して数

†洋から十数倍に増加するのでこれを利用して,ガス中嵐 外科手術

をはじめ,CO中詩,ガスえそ,破傷乱 心筋梗塞,新生児疾′控､な

ど,広範囲の治療を行なう画期的なものである｡

今回完成した劇Lこ大学納の装置はTP-20(常時4～6軋 緊急時

約8名)というタイプであるが,このほか6月末にはTP-10(常時

1名,緊急11‡3名)を北海道大学に納入している｡

また,労働福祉事業団を通じて北海道の美唄労災病院からほ,日

動遠隔操作で制御できる大形の装置TP-25(常時5～7名,緊三川て㌍

約11名)を受注した｡

なお,口立製作所では上述3機種のほかに,大規模なTP-30(常

帖7-～9名,緊急時約14名)を加えた合計4機種をシリーズ化して

いる｡

竹静

顔.,要

図7 口立高圧懐素治峻装置(OHPC)

｢は由比酸素治療装掛よ治癖桝,加減0二鮭毘 空調装鼠 計測制

御装樫より偶成されており,J.ヰ仕三性はもとより秤納の機掛こI妨爆構

造のものを月れ､,またノ急速消火設備を備えるなど∴女全のl如を特に

考慮してある｡そのほか槽伽こ高感度架昌∴丁イクを設け･馴朔三組が

でき,また槽内外で自由に通話ができるインターフ]-ソも設けて

いる｡

■ 日本国有鉄道鉄道技術研究所へ

ALS-2000形超高速アナログ計算機納入

日立製作所では,さきに日本国七▲鉄道鉄道技術研究所よリALS-

2000形超満速アナログ計算機を受注,製rF中であったが,このほど

立合試験にも無事合格し納入した｡このALS-2000形アナログ計算

磯ほ主として車両振動解析に使用される｡

本装置は国内はもとより海外でも新しいインチグレーテッドハイ

ブリッド用計算機で低速計算から高速計算(1秒間に3,000L司)まで

をスイッチ選択で行なえ,ポテンショメータ,上沼数発生器およびモ

ードコントロールはディジタ′し的にセットできる｡さらに専用ディ

ジタ′し部を増設すれば本格的なインテグレーテッドハイブリッド言r

算機として班用することができ,今後の需要が期待されている｡

ー97-
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■ 日本信託銀行株式会社納

AXu2Sクロスバ交換機完成

このほど日立掛乍所でほ,昭和37年に発売以来妖言)1′を博したロ

ッヵー形PBXクロスバ交換機AX-2Dをモデルチェンジし七
′ト

中容量PBXの巌新鋭機,AX-2Sの1ン;･機をl‾l本†㌫已銀川潅式会社

下谷支店に納入した｡-〉

本交換機のおもな仕様ほ,卜鳩,料J主二1501j+胤つミ装100【d病ミ,

描線10回線,石ひも中継ナ=千丁で,機能のドり上と経わ引隼にrt蝶を

おいて設計されたものである=.

ぉもな特長は,ロッカー形ではJ加iの容立400卜り線であり,わが

国で初めて,1箱に100ll_咄以上しイj▲ひも式200剛泉,無ひも式

1501一句線)を収容することができる･-また工如何組数,′しEノブ消班量

を大幅に低減し,分解搬入,卿ri設綴付号造により搬入手数,フロア

スペースの経測ヒをはかるとともに,付加装臣により大幅な棟能の

融通性を持たせた.〕また,｢鳩との杵けが話し[いのとき,+掘の1･数

字だ卜)Lをダイヤ′ししなおすだ汁で別の′･E謡機な呼び出すことができ

るリセットコール機能や,l大船電話機の受話1岩手ほずしなどがあった

場合,｢働仰こハウラ音キ=1すビ1軌ハウラ送出機能などがあるい

図9 AX-2Sクロスバ交換機

▲神奈Jll県新庁舎に議場内1TVを納入

l]立襲抑所では,さきに帥射一脈‥二より,新けプ‡に設良される議

場監視ITVを受注したれこのほど5月に竣工なった斯けプ`｢に設

置完了した｡

本ITVは‥一脚抑一に1TVカメラ5fT,′石動ゴミ子㌻4子=に動ズーム

レンズ5木,放送;子J鎚与りこラインーモニタ5千丁を設l汁,卯灸掛二より

1台のカメラ†肘象信しナを劇ミして,ソログラムモニタを経て理事老

｡ピー,議会事務用などの4fての23形ピクチャモニタに伝送する

ようになっているもので,.読会述常の能率化をlズlる州甘仙なもので

ある｡

各カメラの切換は手軌 または‡て個式とな/)ており,l′l動式の場

合は,拡1土儲脈のマイクと拙勤し充r-i老の姿をカメラが旋恒ルてと

らえるとともに,ズームアップできるようにな-)ているし･発言者が

ない場合とか,発言者の発こが終わ/)た場合にはれスラはIrl動的に

議長席をうつしだすよう口上独自のプリセット機舶瀧込まれて

いる｡

また,カメラにはすべて同斯け巨鯨諾抱付加してカメラを切換え

る際に,両像が流れないようにするとともに,噺山のチラツキを僅

少にしてある｡

■株式会社菓京銀行にチェックアイを納入

このほど日立製作所では,杓式台托舶(媒行本店分鮨に′ト切手照

合用テレビ装置TG-1B形チェック7丁を納入した(二･

このチェックアイほR_i■′二製作所カ､こ独白の方式で偶発した′+､切手照

合用のテレビ矧筐で,従来から多くの雛行や†占用金峰で括旺してい

るが,特別銀行の株式会社如亡限子けこ小切手照合機にチェックアイ

を選んだことほ小切手の統一化が子Jなわれ,パーソナルチェックな

ども多くなっていっそう小切制約の虫‾酬三･スピード化が?壬まれ

ているのを同機が100%′満たすと､ド仰されたためであり,今後チェ

､ソク7†の濡要はかなr川一行さ.いるもし'1と.1ど､われる｡

卑称尊

毛革尋･事i号

図10 放送記録室の調柴草

震

囲11TG-1B形チェックアイ

株式会社東京銀行本店でほ,分飢の常業窓口とlIほだの元帳室が

200mも吋川隔にな/1ているが,チェック7イの使用により小切手

肘i弁,残ト㍉チニこ､ソク去二上伽如こ子Jなうことカ∴二き,お客に迷惑をかけ

ず,また事務の能率化にも‡■土l離するものと一Lさノ､カーつれる｡

一98∬
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■定期券自動改札装置完成

このほど日立聾抑所ほ,束+〔急行′郁夫株式会社約定j調券日動改札

装置の試作機をンヒ成した｡〕

この装置の機構ほ,通行人が入Uのマットスイッチを摘むと片腕

形のドアが開き,本体の手下抑こ′定期券を入れると=動的に所定の検

束が行なわれ進行方向側に検査済みの定期券が出てくる｡それをと

って通過すると,ドアは#fび閉じて改札が終るという仕組みであるい

検禿は通用矧札l祁り,無札などについて行たわれ,条件が満た

されない場合は警報表ホされるr.

処理能力ほ妬分60ヘノ100人であるか,現在,東点の鮎雑する駅で

も改札速度が細分炭火80人というノたカ､ら考えて,まず十分なもの

である｡

定期券は従来のもの､をよ佃に,また,別に本装置用の通用期間,

区間などの記入されたものを漁師こ人れ,それが電rl∫伽こ,自動チ

ェックされるわけである｡

改札機本体の外装ほう三い､乳白色のプラスチ､ソク掛ご,また,制

御装置ほてイクロモジニL-ノL,シリコンフォトトランジスタなどを

用い,きわめてコンパクトな設計iこなっている｡

な▲わ,この装置には,ラッシニL帖などに,ドアを常帖開きにでき

ユ
■-

ス

[ぎー12 芯憫券11動地fL巻き躍

る機批～bそたわっている._J

■サッポロピール株式会社に

Ⅹ線自動選別装置を納入

このはど｢h'と‾拳法作所は,大岸二生産される舟｢ビールの中身の旨三:ろ二･,

Ⅹ線を用いて非常な店速でしかもF-1動的に検査し選別するれピー′レ

Ⅹ線[rl励遠別装荘Mし10SAノ形を爛発,節1シプー機を-1トソポロピー,ル

株式会社‖月ミ‾【‾二月如こ納入した｡

これほ,国確でほ初の装置で,工ヒ産ラインの中に設置され,転分

600如という応速で流れてくる如ビール全数にⅩ線ビームを水平方

向カ､ら照射し,中身が所辻の量に満たないものは圧紆平気で吹き落

して選別するもの(〕わが検出跳を通過する0,1秒という短時l一別こ

4～6川の検二クモが行なわれるきびしさでピー′しの泡i■くちなどによる

占グ主動什をl措いでいる.､

この装還は子†千ピー′Lたけでなく;tト人ジューース,液体洗礼塗料な

どの糾.言絹珪品にも広くて利用できるた～わ,今後の謡要が期待される｡,

な二iゴ,この橙器ほⅩ線発生器,Ⅹ手約Ij御旨旨,充てん液量検出器,

容持帥き眉検出岩音,検出回路増幅器および鼓巨l不良缶排除告別こよって

脚光されている｡

おもな特長としては,紋血の上ト‾l批=∵限単独も可能)を1台の装

ほで検束でき,動作が1安淀で,感度の低下がない｡また検出部を缶

人ピー′しが通過する際,1個の丁けについて数回にわたりⅩ線照射か

なされるため,液何の波立ちなどiこよる誤動作がない‥次に電子回

路はすべてトランジスタおよぴダイオードを用い小形化されてお

り,各ブロックごとにスペア山路を組み込んであり故障時に応急修

理ができる｡ノ

■115形分子量測定装置完成

分子量測定を目的とした装置ほ従来より各種知られているが,高

分子と低分子の中間に属する物質の分了･量測定にほ適当な装置が見

鞄/

麗 ぢ.

箪暫

質さ墓
■

¥㌻一i渉
一

1野竹野叩†r

雲慧済還
ガタ

辞鹿波
も.サメ

阿13 Ⅹ線l′;動選別装F托

山盛褒

‾r人1句一七≠
､

烏

は114115形分/一読測娃与き握

られず,合成化学旧係の肘掛こ大きな障讃となっていた｡このたび

lは鮒′l‾;所が集注品化した115形分了･遺測定装匠はその障害の除去に

寄与すべく完成をノ‾○､いでいたもので,国l叶首安のみならず愉出製品
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としても明るい期待をかけられている｡｡

この装置ほ1930年に案出されたA.Ⅴ.Hill代の蒸;肝差検知方

式に+おづきi■享子媒の飽和蒸気中におかれたi■容液滴の恭気旺､i上衡iこ†)1乞う

さ亡tん度上汁蛙を1×10‾`1℃の精度で測定し,その測定値より溶質の分

子量をlとi‾H安的に求めるものである｡装吊構成上の最も重要な要素は

測定に供されるサーミスタの精度,飽和蒸気を醸成させる溶媒槽の

安起度,柄油滴の供試機純などで,この装程でほこれらの諸ノエに特

ユ
ー

ス

に設計上の主眼をおき,簡易迅速分子量測定装置としてまとめるこ

とに成功したブ さらに,溶媒に対する普遍性,測定温度の任意選択

性など,単に分子量測定のみならず,幅広い応用を期して細部横柄

にも考艦が払オっれているので,血清,およぴし奴などの浸透圧測定,

化′羊活性の測定,あるいは分子構造の解明など新しい用途も開けて

おり,今後ほ有機合成化学,生物化学,臨床医学など各方面での基

礎研究に不一】r火の武器となることであろう｡

■100万ボルト超高圧電子顕微鏡完成

このはど[Ii上巻望作所では`吏用形の100万ボルト超底止電丁一顕徴鋭

を′完収した｡

最近でほ電子顧徴誠によって結d【-雌.‾i⊥Wヾt･,特に金属の直接税察が

行なわれ,結占Ⅰ-Ⅰのさまざまな隅造が見られるようになったが,10万

ボルト得度では透過能が小山なことが多い仁一､これほ,紳い試料の作

成が閃伴なこともあるれ 金属の似合,厚いr州叶でないと金属の本

官壬が分からないことか多いかリブである._.ニれに対して超甜二け苗f▲麒

徴錨ほ厚いふに料･も見通せる通過能の人きい山力掘人の利ノごよである‥

また,馬丁llを_卜げることにより届丁一紙阜l(川ナによるrこぺ料の損傷(電什が

紙いぼどふ〔料はこわれやすい)か軽純される｡このことほ高分子な

どの損傷を受け一やすいふ〔料イ叶先において特に有利である:｡今凶完成

した100万ポ′しト電†一波頁徴麦尉よ分析能10A以卜,滋大悟ヰ三(l自二接)

10万陪,全良約6m,桶一基約15トンの日大なもので50刀ボルト電

子瀕徴の経験を生かして,快いやすさに重点がある実用形電了･顕微

鏡であF),世界城詰水弊を子_+`■くものである｡

阿15 川0ノブ√仁ノしト超高仕三電r一顕徴鎚呂ト

‥‥‥編集後記･…‥

数咋間にわたる研一クーヒがり三を紙び,日立製作所でほ,定格12kV

600A の頁乍飢荷口Hけほ詩の開発に城功Lた｡こ才Lは負荷変動のきわ

が)て撤しい電抑の開11■川JとLて,従来の乍加地噺器に代わる何期

的なヰ)のである..

=壬?;ワ汽荷開閉詩:幸の開発!でほ,二の原理と特竿享,-▲船的性能を述

べるとともに,`人用卜閃‡出となる肋†敲電流迎晰について現地試験紙

汚さを糾介し,さらに電太か川代′′:モ飢荷開閉控詩のり三例を紬介している｢一

州J甘j的技術成果にt濁するものとして汀1]すべき論文である｡,

◎

l‾1在製作所では､′別宅速エレベータの研究川とLて有効高さ90m

に及ぷ世界最高の｢R立エレベータ第2研′先塔_1の建設に右手した｡)
本格l′Ⅰ勺払高層ビル仲代を迎え,エレべ】タの研究開発も新段階に実

人したといえよう｡

L‾エレベータ運位三モードの統計的考察二 では,エレべ-ク群の計向
およ となる平均-▲間鴨間の堤～tiにあたって,従来

夢霧

の考え方をさらに発鼓させた新しい月旦論を規模や用途の異なるビル

のつ三態調査結果に茶づき報告している｡

◎

分析化′芋や関連′､アニ問,エレクトーコニク7､の賛成的発達によi),最

近の横詩芹ク〉析の進歩発巌の速度は1【し界的に著しい｡一一ノノ,分析機器

の使用範囲も研究室,実験室にl牡とらず,二L業勺三蕗にilfi二結したr-‖∫】質管

凧 あるいほ臨妹医′芋など広範臥こ及び,高く評価さ九ている｡

本弓･の特菜ほ｢機器分析の動向+l‾ヵ'スタロマトグラフを【1:-二結し

た賀追分析計_lr‾日立EPS-3T形日記分光光度計による二,三の応

用例_1など6編の論文を収録L,r‾憐器分析特集+を掲載した｡

ますます発肢する機器分析の最新技術を紳介した論文集であり,

諸賢のご期待に吐こえるものと信ずる｡

◎

巻頭一家一言偶にほ,名古屋大学数授武内次夫代より,｢轢器分

析装置の発展iこ期fJfする_j と越する_じ稿をいただいたr､

ご繁忙のおり,特に本誌のために拍を草されたことに対L,深く

感謝の怠を表する｡
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